
金
揮
官
蹴
志
巻
廿
三

賓
に
奮
落
園
初
以
来
の
奮
家
危
り
。
元
秘
十
四
年
八
月
町
奉
行
取
調

の
町
人
拝
領
屋
敷
井
地
子
銀
・
町
役
銀
赦
菟
之
者
莞
寄
に
も
如
v
友
あ

り

町
役
御
赦
菟
町
中
飴
荷

断断断断

平

野

屋

b
T

助

紙

屋

庄

三

郎

金

屋

丸

邸

兵

衛

本
吉
屋
繍
右
衛
門

越

前

屋

吉

兵

衛

右
吉
兵
衛
の
子
孫
零
落
し
、
家
屋
邸
地
を
松
任
屋
勘
兵
衛
と
云
ふ
者

陀
一
議
り
、
松
佳
屋
よ
り
鍋
屋
伊
兵
衛
と
云
ふ
者
へ
譲
る
。
松
任
屋
・
鍋

屋
は
磁
宿
商
に
て
、
共
家
は
袋
町
入
口
の
北
側
、
尻
地
は
溌
野
屋
次

郎
兵
衛
の
邸
地
也
。

同同悶同

。
浅
野
屋
次
郎
兵
衛
嘗
邸

浅
野
屋
は
‘
醤
藩
園
初
以
来
家
柄
町
人
の
一
人
也
。
二
代
次
郎
兵
衛

の
時
、
横
山
山
城
守
蹄
参
の
節
.
金
津
に
て
宿
可
v
仕
皆
御
直
之
御
意

に

τ、
一
年
許
宿
相
勤
む
。
右
鵠
=
御
褒
美
-
町
役
菟
許
被
=
仰
付
-
と
、

由
緒
般
に
載
せ
た
り
。
横
山
氏
の
元
組
山
城
守
長
知
は
、
慶
長
十
九

年
二
月
故
あ
り
て
、
利
長
卿
よ
り
高
岡
に
於
て
家
織
を
取
放
さ
れ
、

1
-

弘
前
菅
川
-
£
・

議
タ
罷
出
間
数
回
目
御
意
候
僚
、
寺
枇
方

h
念
度
可
v
被
邑
申
鯖
-
候
。
恐

々
謹
言
。

三

月

廿

一

目

前

田

封

馬

右
は
明
暦
元
年
也
。
叉
山
本
基
府
の
夜
話
鍛
に
.
山
本
瀬
兵
衛
御
参

勤
の
御
供
設
し
、
小
松
よ
り
罷
越
し
‘
御
意
に
依
っ
て
泉
野
松
原
を

見
分
し
、
夫
よ
り
供
奉
し
て
洩
野
屋
へ
被
h
p入
、
共
夜
御
旗
舘
に

て
新
知
拝
領
す
る
由
記
載
し
、
叉
御
徒
津
田
新
入
、
御
意
に
建
ひ
禁

恨
被
a
命
欝
之
鴎
.
江
戸
御
参
勤
と
し
て
小
松
御
褒
潟
、
金
海
滋
野

屋
に
御
旗
舘
の
翌
朝
、
大
樋
町
端
ま
で
罷
出
居
た
る
よ
し
、
共
の
停

話
を
戦
せ
た
り
。
右
等
の
体
話
等
に
鵠
っ
て
考
ふ
る
に
、
利
常
卿
小

松
在
城
の
頃
は
.
浅
野
屋
を
技
館
と
注
し
給
ふ
事
は
度
々
た
り
し
と

聞
ゆ
。

O
幕
府
よ
使
宿

十
二
冊
定
書
に
殺
せ
た
る
元
秘
十
四
年
金
津
町
人
屋
敷
拝
領
等
之
人

々
取
調
書
に
、
滋
野
屋
次
郎
兵
街
寛
永
二
十
年
上
使
宿
就
v
被
昌
仰
付
一

親
一
古
以
来
緒
役
御
兎
許
、
町
役
之
分
町
中
よ
り
飴
荷
。
と
あ
り
。
次

郎
兵
衛
由
緒
幌
に
、
三
代
次
郎
兵
衛
上
使
御
宿
御
用
に
候
庭
、
相
勤

可
v
申
者
無
v
之
候
問
、
年
罷
寄
候
得
共
相
勤
可
』
申
皆
被
v
矯
=
仰
渡
一
寛

金
滞
古
蹟
志
巻
廿
三

五
八

流
浪
の
身
と
成
り
、
上
方
へ
立
返
・
き
、
剃
髪
し
て
横
山
タ
庵
と
稽
し
、

江
州
坂
本
に
居
し
、
後
叡
山
へ
引
錨
り
し
が
、
同
年
十
月
大
坂
各
陣

に
利
常
卿
出
軍
、
越
前
麻
生
津
に
於
て
横
山
父
子
を
召
し
、
復
仕
の

儀
を
命
ぜ
ら
れ
、
長
知
に
元
の
三
高
石
を
賜
は
り
、
金
津
械
の
m国
守

居
を
命
ぜ
ら
れ
た
り
。
浅
野
屋
に
寄
宿
す
と
い
ふ
事
は
‘
此
の
時
の

事
友
り
け
り
。
但
し
町
役
菟
許
の
事
は
、
十
二
冊
定
書
に
載
せ
た
る

元
総
十
四
年
の
取
調
書
に
、
寛
永
二
十
年
上
使
宿
就
v
被
昌
仰
付
-
緒
役

赦
菟
、
町
役
之
分
町
中
飴
荷
。
と
あ
り
。
さ
て
夫
れ
よ
り
服
代
愛
に

居
住
せ
し
か
ど
‘
駿
務
の
際
退
去
す
と
い
へ
り
。

O
微
妙
会
旋
館

参
議
綱
紀
卿
御
専
に
付
き
町
奉
行
の
言
上
書
に
、
微
妙
院
様
小
松
よ

門
・
樟
弘
己

り
江
戸
御
参
勤
御
往
来
之
節
‘
親
次
郎
兵
衛
時
分
雨
度
第
v
被
ν
懸
=
御

腰
-
候
由
御
座
候
。
故
淡
路
守
様
・
故
飛
騨
守
様
・
故
大
磯
大
輪
様
・
常

飛
廓
守
様
御
宿
仕
候
。
と
あ
り
。
次
郎
兵
衛
由
緒
俊
民
、
正
保
三
年

八
月
中
納
言
様
初
雨
被
v
矯
v
入
と
記
戦
す
。
按
宇
る
に
、
利
常
卿
、
此

の
家
を
放
舘
と
注
し
給
ふ
事
は
、
寺
枇
所
留
記

K
.

中
納
言
様
江
戸
御
下
向
之
刻
、
浅
野
屋
次
郎
兵
衛
方
h
可
v
被
v
骨
ア
入

之
旨
被
-
-
仰
出
-
候
。
就
v
共
御
宿
候
儀
者
勿
論
、
上
下
之
町
端

b
不
v
依且

日

aiiιι
品
怯
除
機
脱
m
w
v一-
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永
十
六
年
過
分
之
家
作
仕
、
上
使
田
中
主
水
様
御
宿
申
上
候
。
其
節

陽
庚
院
様
も
御
成
被
v
遊
候
。
と
あ
り
。
按
宇
る
に
、
主
水
は
主
殿
の

誤
也
。
菅
家
見
聞
集
に
、
寛
永
十
九
年
矯
=
上
使
-
問
中
主
殿
被
v
建、

光
高
震
松
任
迄
御
出
迎
へ
、
御
馳
走
人
寺
嶋
主
馬
・
鶴
見
左
門
、
上
使

ハ
古
怠
〉

宿
堤
町
溜
野
屋
。
と
あ
り
。
寛
永
年
中
綱
紀
卿
御
専
に
付
町
奉
行
よ

り
言
上
書
に
。

御
営
地
に
上
使
宿
与
申
所
有
v
之
候
哉
、
御
専
に
御
座
候
間
可
且
申
上

回
目
、
御
紙
面
之
趣
奉
a
承
知
-
候
。
上
使
病
与
相
極
置
候
は
‘
袋
町
洩

野
屋
次
郎
兵
衛
に
而
御
座
候
。
以
上
。

八

月

廿

二

日

前

問

兵

右

衛

門

小

塚

八

右

街

門

背
木
奥
右
衛
門
様

洩
野
屋
次
郎
兵
衛
座
敷
等
修
裂
は
、
と
た
た
よ
り
被
昌
仰
付
-
候
哉
可
昌

相
噂
-
被
=
仰
出
-
候
曲
、
御
紙
面
之
趣
奉
=
承
知
-
候
。
公
儀
よ
り
修
擾
被
a

仰
付
-
候
儀
無
四
日
御
座
-
候
。
以
上
。

八

月

廿

二

日

前

悶

兵

右

衛

門

小

塚

八

右

衛

門

繍
藤
吉
左
衛
門
様

五
九




